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沖縄県宮古島平良方言のフォネーム

かりまたしげひさ

1.1.はじめに

平良市は、宮古島、大神島、池間島、伊良部島、下地島、来間島、多良間島、

水納島などの宮古諸島の中心である宮古島にある。かつては、首里王府の役所

であった蔵元があり、現在は、沖縄県庁の宮古支庁がある。空港、港などがあ

り、政治経済の中心地である。平良市をふくむ宮古郡は、城辺町、上野村、下

地町、伊良部町、多良間村の１市３町１村からなる。その人口は全体で５万３

千人で、平良市の人口は３万７千人である。

平良（方言名/p1sara/）は古くは、市街地をなしていた東仲宗根、西仲宗

根、西里、下里、荷川取の五箇字をさしていたようである。現在の「平良市」

は、大神島や池間島をはじめとして、北の狩俣、島尻、南の久松（１日松原と旧

久貝）など、方言的にはことなる地域をふくんでいる。ここでは、「平良方言」

をせまい意味での、すなわち、旧市街地の五箇字の方言をさして使用すること

にする(潅')。平良方言は宮古諸方言の中央方言として周辺地域に対する影響力

をもつ方言であり、この方言にはかって士族とよばれた人々が使用した独特の

語彙がある。その語葉のなかには、あきらかに沖縄方言の影響をうけていて、

農村の人々の使用する方言には見られないものがふくまれているようである。

／asagi/隠居した老夫婦が住む離れ。（/?asjagi/首里方言)(筐2）

／uclbaru/裏座敷。（/?uucibaru/首里方言）

／gusi:/御神酒。（/gusii/首里方言）

／dimgu/梯梧。（/diigu/首里方言)、本来は/dufk1giH/という。

l平良方言は、本永守靖(1974)｢平良方言の音韻法則｣、本永守靖(1978)｢平良方言の動洞の

活用」などをはじめとして、宮古方言のなかでもよく鯛査、研究された方言であり、ことわ

ざ集、歌謡集などのテキストも多い。

２首里方言の例は国立国語研究所縞(1963)『沖繩語辞典」から。
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本稿では、平良市西里、下里での調査でえられた資料を中心にのべることに

する。おもなインフオーマントは、砂川スエ氏（明治39年生まれ、西里出身)、

砂川トヨ氏（明治43年生まれ、西里出身)、下地明増氏（大正７年生まれ、下

里出身)、下地文氏（大正12年生まれ、下里出身）の4名である。西里と下里に

は、音韻的な差異はなく、また、この方言における男女差は、語蕊の面で、そ

れぞれ詳しい分野があるといった程度の差である。

1.2．平良方言のフォネーム

現代日本語の母音フオネームと子音フオネームを上村幸雄(1978：291)では

つぎのように定義している。

標準語の母音フォネームは、標準語の子音フォネームから、調音一音響

的には、規範的な発音の代表的なアロフオンにおける、口蓋帆のもちあがっ

たさまたげのない声道における声の共振と、その結果としてのおおきなき

こえをもつ周期的で持続性のある音響とによって区別される。また、標準

語の母音フォネームは、標準語の子音フォネームから機能的には、上の調

音一音響的な特徴にもとづいて音節において音節主音となることによって、

また、単独で音節を形成する能力をもつことによって区別される。さらに

そのうえ、その音節が単独で単語または語彙的あるいは文法的に有意味的

な単位となりうるという点でも区別される。

平良方言には子音それ１個で２モーラの１音節を形成し、単独で単語をあら

わす機能をもった子音がある。また、母音と結合せず、単独で１モーラの音節

を形成して、語蕊的、あるいは、文法的に有意味的な単位になることができる

子音もある。また、音節をひらく位置にきた子音と結合して、音節主音として

母音のように機能するが、摩擦音[s][z]の調音と基本的にはおなじように、声

道における舌先と硬口蓋とのせばめによる燥音を特徴とする子音がある。

平良方言のばあい、調音的な観点からも、機能的な観点からも、母音フォネー

ムを子音フォネームから区別して明確に定義するのは、現代日本語のばあいと
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くらべても、奄美沖縄方言群のばあいとくらべてもむつかしい。しかし、すべ

てのフォネームを母音フォネームと子音フォネームとに分割しなければならな

いとすれば、上村(1978)における現代日本語（以下、単に日本語とする）のフォ

ネームの規定を参考に平良方言のフォネームをつぎのように規定する。

音節副音となる子音フォネームと結合して音節主音となり、１モーラの開音

節を形成するフォネームを「みじか母音フォネーム」と規定し、２モーラの開

音節を形成するフォネームを「なが母音フォネーム」と規定することにする。

そして、それ以外のフォネームが子音フォネームである。

母音フォネームは、単独で、あるいは、音節をひらく子音と結合して音節主

音になり、音節を形成することができる。そのとき、みじか母音フォネームは、

音数律的に１モーラのみじかい音節を形成し、なが母音フオネームは、２モー

ラのながい音節を形成する。

平良方言は、モーラ（拍）にかぞえることのできる方言であるが、母音フォ

ネームだけでなく、子音フォネームにも長短の対立があって、子音フォネーム

は「みじか子音フォネーム」と「なが子音フォネーム」にわかれる。

平良方言には単独で２モーラのながい音節をつくることのできる子音フォネー

ムがある。これが「なが子音フォネーム」である。なが子音フォネームは、他

のフォネームと結合して音節を形成することはない。

みじか子音フォネームは、音節副音として音節をひらく位置にきて、母音と

結合して音節を形成するぱあいと、他のフォネームと結合することなく、単独

で音節を形成するばあいとがある。音節副音として音節をひらく位置にしかく

ることのできない子音フォネームを「音節をひらく子音フォネーム」とよぶ。

また、単独で音節を形成できるだけでなく、音節をひらく位置にもくることの

できる子音フォネームがある。これを「音節をひらき、かつ音節をつくる子音

フォネーム」とよぶ（以下、単に「音節をつくる子音フォネーム」とよぶ)。

この「音節をつくる子音フォネーム」が単独で形成する音節は、１モーラのみ

じかい音節である。

音節をつくる子音フォネームは、音節副音として音節をひらく位置にきて、

母音フォネームと結合して音節を形成することもできる。なが母音フォネーム
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と結合すれば２モーラの音節を形成し、みじか母音フォネームと結合すれば１

モーラの音節を形成する。

平良方言の子音の音節形成能力を簡単に表にしめす。

みじか母音フォネームをＶで、なが母音フォネームをＶＸで、みじか子音フォ

ネームをＣで、なが子音フォネームをＣＸでしめすと、平良方言のフォネームー

音節構造はつぎのようになる。

１音節１モーラＣ／ｍｉｍ/耳、／kuv/昆布、／mta/土

Ｖ／aca/明日、／imi/夢、／utu/音

ＣＶ／sata/砂糖、／butu/夫、／jama/山

１音節２モーラＣｘ／ｗ/売る、／ｍ【/芋、／ｍ/うん、肯定の応答(遜3）

Ｖ【／a:/粟、／iX/胃、／u:/追う、／o:/青い(瞳4）

ＣＶＨ／kaR/皮、／mi8/目、／pu8/帆

平良方言のフォネームは以下にしめすとおりである。

母音フォネーム

みじか母音フォネーム/,，ｉ，ａ，ｕ／

なが母音フォネーム／,】，ｉ】，ｅ１，ａ２，０Ｌｕ】／

３平良方言をはじめとする宮古諸方言、そして、おおくの琉球方言では「手」「目」「葉」な

どの日本語の１モーラ１音節の単語に対応する単語の母音がなが母音化していて、１モーラ

１音節の単語は存在せず．音声的にもっとちいさい単語は２モーラ１音節である。

４平良方言をはじめとする宮古諸方言では、形容詞の活用形のひとつに語幹をふたつかさね

てつくるタイプがある。

／takaXtaka/高い、／upu:upu/大きい、／pisi:pisi/寒い、／kaMkal/軽い､／iv:iv/重い、
／jam8jam/痛い、／nｍ:/似ている
形容詞の「重複形」の最初の鰭幹の末尾は、なが母音、あるいは、なが子音になる。そし

て、形容詞が程度強調をうけるとき、２モーラ以上に低く強くのばされる。母音や子音をな

がく、しかもピッチは低く強くのばす程度強調は、形容詞に限らず、副詞や感動詞にもみら

れ、宮古諸方言に顕著である。
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単独で音節を形成できる 単独で音節を形成できない

音節をひらくこと

ができる

音節をつくる子音

ｍ,、,f,v,ｓ

音節をひらく子音

p,bﾙ,｡,k,9,pj,kjなど

音節をひらくこと

ができない

なが子音

Ｉｎ２ＤｎＸ０ｖ【



子音フォネーム

みじか子音フオネーム/p，ｂ，ｔ，。，ｋ，９，ｃ，ｚ，ｆ，ｖ，ｓ，ｍ，、，ｒ，

ｐｊ，ｂｊ，ｔｊ，。』，ｋｊ，ｇｊｃｊ，ｚｊ，ｆｊ，ｖｊ，ｓｊ，ｍｊ，ｎｊ，ｒｊ,j，ｋw'９W，

（wMh)／

なが子音フオネーム／ｖＬｍ８，ｍ／

1.3．母音フォネーム

ハ//１J/は、舌先母音で、舌先あるいは前舌の舌先よりの部分を歯茎あるい

は歯茎よりの硬口蓋に接近させてつくる。上村(1989)がいうように、この母音

の調音点は、Ｄ・Jonesの母音四角形のそとにある。／i//iB／と/e:/はともに前

舌の母音で、／i//i【/がせま母音で、／e:/が半せま母音である。

／a//a【/は、ひろ母音である。／u//u【/は奥舌のせま母音で、／０３/は奥舌の

半せま母音である。／u//uH/と/o//ox/はともに円唇で、それ以外の母音は、

非円唇の母音である。みじか母音には半せま母音がない。

平良方言の母音フォネーム（以下「母音」）の特徴として、みじか母音がせ

ま母音にかぎらず、ひろ母音も無声化することをあげることができる。この母

音の無声化はなが母音にはみられない。母音の無声化は、無声子音に挟まれた

ときだけでなく、語末でもおこる。ただし、語末での無声化は、義務的ではな

く、ていねいに、ゆっくりと発音されるときには無声化しないことがある。ま

た、みじか母音の無声化は、平良方言話者のはなす日本語の発話のなかにも観

察でき、方言には語例がない、半せま母音/e//o/も無声化する。

日本語の母音と平良方言の母音の対応は、つぎのとおりである。（日本語と

の対応をしめすとき、母音の長短を無視することがある｡）

／a／－／a／［pana]花・鼻、［k9tana]包丁(｢刀」に対応）

／i／－／1／［p`lgi]髭、［p曇ldal]左、［p､tu]人

／u／－／u／[us]牛、［juI]湯、［muku]婿

／e／－／i／［il]柄、［pi3]屍、［ｍｉ】]目、［t§Lki]竹

／o／－／u／[puni]骨、［pu2]帆、［ｍｕｍｕ]物

うえの対応は基本的な対応であって、どんな子音と結合するかによって、あ
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るいはその環境によって、ちがったタイプの音韻対応がみられる。

1.3.1．舌先母音/'//'H／

日本語の/i/に対応してあらわれる平良方言の/'/は、舌先あるいは前舌の

舌先寄りの部分を歯茎あるいは歯茎寄りの口蓋に接近させ、せばめをつくって

いる。／'/は、有声破裂音/b//g/と結合するとき、子音のでわたり＝母音のい

りわたりに有声摩擦音[z]が観察される。このアロフォンを[z']と表記する。無

声破裂音/P//k/と結合するとき、子音のでわたり＝母音のいりわたりに無声

の摩擦音[s]が観察される。このアロフォンを『']と表記する。無声子音にはさ

まれたり、語末にきたりして無声化したアロフォンを[､]と表記する。／'/の

摩擦は、語頭の音節で呼気がつよいと摩擦もつよくなり、語末では呼気のよわ

まりにともなって摩擦もよわくなる。摩擦のよわいアロフォンを[']と表記す

る。

［亀,][z]]は、摩擦音[slz]の調音と基本的におなじである(注5)。たとえば[pstu］

(人）は、２モーラの単語で、全体が[ps][tu]のふたつの音節からなる《蝉)。最

初の部分では破裂音[p]の発声のときすでに、舌先、あるいは前舌の舌先寄り

の部分を歯茎あるいは歯茎寄りの口蓋に接近させていて、そこからそのままつ

ぎの[t]へ移行するのである。音節主音的な[s]と無声化した舌先母音[、]とは同

一のものであって、そのちがいは音韻論的にいかにとらえるかというちがいで

ある。ふたつのかんがえ方が想定できる。

第１のかんがえ方は、音声的な共通性を重視して、音節主音的な[s]も、音

節副音になる/s/のアロフォンとみるものである。／s/[S]が[k]や[p]に対して音

節主音として機能していることになり、／pstu/となる。このかんがえによれ

ば、平良方言の摩擦音/s/は、母音と結合することなく独立性のつよい子音と

して語頭にきたり（Ｃｌ)、音節末の位置にきたり（Ｃ３)、その子音単独ではモー

５そのことについては、上村(1989)、かりまた(1999)などにも記述されている。

６ネフスキー〔1926)は、「人」を「pstu｣、平良を「psara」と表記した。一方で、ネフスキー

は[pitu]とも表記している。後の研究者のおおくは後者の表記のみを採用し、／pftu/ととら
えた。舌先母音をめぐる研究史については、かりまた(1984)､かりまた(2002)にくわしいの

で、それを参照していただきたい｡）
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ラにかぞえられず、母音と結合してはじめて音節を形成し、音節副音として音

節をひらく位霞にきたり（C小また、他の子音、すなわち/p//k/のような

無声破裂音と結合して、1拍にかぞえられる音節を形成し、その音節主音とな

ることができる子音ということになる(征7)。／s/は、／su:／（野菜）にみられる

音節副音としても、／us／（牛）の語末の/s/[s]のような成節的な子音としても、

母音のように音節主音としても機能する、多機能な子音ということになる。

ＣｌＣ２ＶＩＣ３

舌先母音/'/が有声子音と結合するとき、アロフォン[z']があらわれる。［z'］

は、有声の摩擦音[z]と調音の位置、調音の方法がおなじである。［属!]を/s/と

みるなら、「]]を有声摩擦音[z]のアロフォンとみなければならない。そうする

と、／'／のアロフォンビ']を／ｚ／のアロフォン[z]とみることになる。そして平

良方言の/z/は、／s/とおなじように次のようにＣ］Ｃ２ＶＩＣ３のいずれの

位極にもくることができる「音節をつくる子音」のグループに入ることになる。

Ｃ，［Zzu]魚、［軍zara]鎌、［man]叱らない

Ｃ２［Zzu]魚、［軍zara]鎌、［paZzan]入らない

Ｖ，［b甲da2b乙｡a]低い、bpgz]右、［mugz]麦

Ｃ３［maz]米、［budm]踊り、

そして、これまで２モーラのなが母音とした/1:/をなが子音/z:／とみなさ

なければならないだろう。

［Z:]飯、［Z:sa]聾者、［baZXbaz]悪い、［nabZ:naMすべっこい

第２のかんがえは、音節主音として機能する[i]が母音/i/で、音節副音とし

て機能する[i]が子音（すなわち半母音/j/）であるのにならって、機能を重視

してフォネームを決定するなら、音節主音としての[s]と音節副音としての[s］

７「音節主音」とは、２個以上のフオネームからなるひとつの音節において、他のフオネー

ムに対して相対的によくひびき、その音節の核となることのできるものである。［ｍｉ]におけ
る母音[i]がそういうものである。しかし、この母音[i]がよりきこえのおおきい母音[a]の前
にきて、かたいむすびつきをなし、一つの音節を形成して、「音節副音」としてはたらくの

が半母音/j/である。同様に、音節副音としてはたらく[u]が半母音/w/である。音節副音と
しての機能は子音に特徴的であり、半母音は、子音のグループに分類される。このとき、半

母音は子音にふさわしい音声を実現するためよりせばめられたり、摩擦がつよくなったりす

ることがある。
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を区別して、それぞれを別のフォネームとしなければならない。音節主音とし

て機能する[s]を舌先母音/]/とみるかんがえである。

ここでは、第２のかんがえ方をとって母音とみなし舌先母音/'/とする唾8)。

[pStu]も[kSmu]も２モーラの単語である。単語内において[pSlkS]が相対的に

独立した、１モーラの音節としてとりだされる。音節内において[s]は音節主

音として機能する「半子音（semi-consonat)」とよぶべきものである(塵，)。

子音（consonant）でありながら、きこえ度（sonority）が高く、音節

主音（syllabic）としての働きをもつ音をいう。Broomfield（Language，

0.121）によると、前後の音素（phoneｍｅ）よりも、きこえ度の高い音素

は音節主音であり、その他の音節は音節副音（nonsyllabic）である。こ

の中間に、音節主音にも音節副音にもなりうる、いくつかの音素があるが、

これを響音（sonorant[sonant]）と呼ぶ。響音には[１，，，ｒ，ｗ，ｊ]があ

る。このうち、［r]は、red[red]では音節副音であるが、bird[brd]では音

節主音の働きをしているので、半子音とみなすことができる。

『現代英語学辞典』（1973初版，1975参版）

／'/の日本語の各行のイ段の音節と平良方言の音節の対応は以下のとおりで

ある。

／i/－／1／［2,】]飯、［ma1]米(｢米（まい）」に対応）

／i／［in]犬、［itsIts,]五つ、［ifts1]いくつ

８このかんがえは暫定的なものである。宮古諸方言には音節主音として機能する/ｍ//f／
／v//1/が存在するので、それらを考慮にいれつつ、平良方言をはじめとする宮古緒方言の

母音の定義を再検討しなければならない。平良方言だけを考えれば、／'/とするのでもいい
のだが、他の宮古緒方言とあわせて考慮するなら、／s//z/も音節主音になることのできる、
「音節をつくる子音」と認めたほうが整合性はでてくる。しかし、どっちにせよ、母音と子

音の中間に位趨するものである。

９［pol][k､]の/1/は、／s/とほぼおなじ鯛音方法によって生成されるが、音節副音としての
破裂音[k][g]に比較して、せばめの程度がすぐなく、相対的にきこえ度がたかいうえに、持
続時間がながいので、音節主音として、あるいは成節的な子音として機能しうるのである。

この点から、平良方言の[s]をひびき音のグループにいれることもできる。

－７４－



／ki／－／kl／［k31mu]肝、［ko1pO着物(｢衣（きい）」に対応）

／gi／－／9,／［mgz1]右、［mug２，]麦

／si／－／s／［us]牛、［Sta]下

／zi／－／zl／［dzlx]地、［pidzl]肘、［ko:dzl]麹

／ci／－／Cl／［tslx]血、［ts3kaf]近く、[iJ1ts3]道

／m／－／ni／［I1ix]荷、［pid3u:]二十

／n／［kapq蟹、［d3ipUお金（｢銭（ぜに)」に対応）

／ｈｉ／－／pl／［pslgi]髭、［p團idal]左、［psJtu]人

／bi／－／b'／［kabzl]紙（｢カビ」に対応）

／ｍｉ／－／ｍｉ／［miXts9]三つ、［ｍｉｍ]耳

／ｍ／［mbs9]道、［mdzu]溝、［ｍｉｍ]耳

／ri／－／]／［tul]鳥・酉（十二支)、［ｍａｎ]毬

日本語の「ツ」「ズ（ヅ）」「ル」の音節の/u/に対応して、平良方言では舌

先母音/'/があらわれる。

／Ｃｕ／－／Ｃｌ/[tslmi]爪、［tsmu]角、［ts'１ksl]月

／zu／－／zl/[kidzl]傷、［midzl]水

／ru／－／'／[pil]ニンニク（蒜（ひる）に対応)、［jul]夜

／'/は、結合する子音フォネーム（以下「子音｣）に制限がある。破裂音/k，

p，９，ｂ/、破擦音/c，ｚ/とは結合するが、その他の子音とは結合しない。す

なわち、平良方言には、／f,//v,//ｍｌ//ｍ//r,//j,//ｗ'/などの音節は存在

しない。

なが母音/1K/は、つぎのような単語にあらわれる。

①日本語の１音節語に対応して。

［bz1x]亥（十二支)、［dzl2]地面、［dz1:]痔

②形容詞の重複形のなかに。

［sab圏l8sabz1]さっぱりした、［nabzl:nabzl]すべっこい、［atslIatsl]暑い

③その他の語例

［gzlXpa]かんざし、［zlHsa]唖、［k電lHbaK]牙、八重歯、［bz1l]坐る、［bzl2ku

J1azlzu]鱒、［tsl8bz1]交尾
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1.3.2.前舌せま母音/i//i:／

／i//i【/は、非円唇の母音である。日本語の/e/に対応してあらわれる。日本

語の各行のエ段の音節と平良方言との対応はつぎのとおりである。

／e／－／i／［i】]柄、［kui]声、［man前

／ke／－／ki／[kix]毛、［t9ki]竹、［s9ki]酒

／ge／－／gi/[kagi]影、［pslgi]髭

／se／－／si／[aJi]汗、［kjJil]煙管、［miJiru]見せる

／ze／－／zi／[kad5i]風、［d3in]銭、［d3iZl]膳

／te／－／ti／[ti:]手、［tigami]手紙、［tin]天

／de／－／di／[udi]腕、［sudi]袖

／､e／－／ｍ/[pil]根、［pUni]骨、［fpi]船、［upUpi]大根

／he／－／pi／[pix]庇、［pira]へら

／be／－／bi／[nabi]鍋、［jubi]昨夜

／ｍｅ／－/ｍｉ/[ｍｉｌ]目、［ｍａｍｉ]豆、［jumi]嫁、［ts1mi]爪

／re／－／ri／[arari]霞

日本語の/i/に対応するのは、基本的には舌先母音/'/であるが、／'/になら

ず、／i/のままあらわれるぱあいもある。とくに、語頭にあらわれる/ｍｉ//ｍ／

/i/は、平良方言でも/ｍｉ//ni//i/であらわれる。

／ｍ／－／ni/[pi:]荷、二

／n／［kan]蟹、［un]鬼、［d3in]銭

／ｍｉ／－/ｍｉ/[ｍｉ:tsl]三つ、［milJU耳、［midz,]水

／ｍ/[ｍｉｍ]耳、［kam]神、［mbs1]道、［mtsu]味噌

／i／－／i／［如犬、［ifts,]いくつ、［its,]いつ

／,／ｒ,【]飯、［ma1]米（マイ)、［圏,zu]魚（いをに対応か）

「木」「起きる」の[ki]が[kl]とならず［ki]となる。上代特殊仮名遣いの乙

類の「き」が琉球方言で甲類の「き」とちがった変化をすることがある。日本

語の/ki/に対応する平良方言の音節は/kl/であり、／ke/に対応するのは/ki／

である。しかし、／ki2／（木）、／uki1／（起きる）は、その例外となるもので

あり、この単語は他の琉球方言でも同様な形であらわれる。ただし、乙類の
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「キ」がすべてこのようにあらわれるわけでもなく、また、上代特殊仮名遣い

の甲乙の区別が平良方言をはじめとする宮古諸方言で完全にたもたれていると

いうわけでもないようである。

／i/には、無声化したアロフォン[j]がある。無声化した[j]は、無声子音には

さまれたときにあらわれるほか、語末でもあらわれる。語末での無声化は無声

子音にはさまれたときのように義務的ではない。

［kjta]桁、［kjJil]煙管、［pjta]下手、［pjJi]干瀬、［Jjkin]世間、［pjJisa]寒

さ､[an]汗

後続する音節が/si/[Ji]のばあい、無声化する/i/[!]のアロフォンとして[J］

があらわれることがある。この[J]は、音節主音として機能している。

／kisi/[kjJi]～[kJJi]切って(動詞の第二なかどめ）

／pisisa/[pjJisa]～[pJJisa]寒さ

同様に、先行する子音が有声音のとき、あるいは後続する子音が摩擦音[3］

のとき、／i/のアロフォンとして摩擦音[3]があらわれることがある。これも[3］

が音節主音として機能しているようにみえる。

／bizi/[け13i]～[bi3i]～［b33i]座れ(動詞の命令形）

／izi／P13i］～[i3i］～［33i]入れて(動詞の第二なかどめ）

語頭におけるつよい呼気によって、［i]の前舌面がさらに前におしやられて

｢]](＝[z])が発生し、［曇1]の進行同化によって後続の子音を摩擦音化させたの

ちに、こんどは後続する子音の逆行同化によって[JI3]になり、さらに、前舌

せま母音/i/に変化させたと考えられる。空気力学的条件がつよくはたらいた

同化といえるだろう。

＊ire→ｚ１ｒｉ→z13i→３３ｉ→ｉ３ｉ

なが母音/i:/はつぎのようなばあいにあらわれる。

(1)日本語の１音節語に対応して。

［ti:]手、［kix]毛、［piK]屍、［piX]根・子(十二支)、［miK]目・巳(十二支）

(2)語幹末が/i/でおわる形容詞の重複形の前半の語幹末にあらわれる。

［pjJiIpjJi]寒い、［imiHimi]小さいIpuriRpuri]馬鹿な

(3)日本語の工段長音に対応して。
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［JipJiK]先生、［Ji】tu]生徒、［ki1sats1]警察、［kiIJjts1]啓蟄、［t1JkiR]時計

(4)その他の語例

［ps9ti2tsl]一つ、［miBtsl]三つ

1.3.3．まえ舌半せま母音

前述したように日本語の/e/に対応する平良方言の母音は/i/なので、／e/の

例は見つかっていない。／e【/もつぎの単語にあらわれるだけである。

(1)語幹末が/i/でおわる形容詞の程度強調をうけた重複形にあらわれる。

［plJe:pjJi]寒い、［iｍｅ:imi]小さい

(2)その他の語例

［gudeKgukku]鶏の鳴き声(擬声語）

1.3.4.ひろ母音/a//a:／

／a//a】/の調音は、日本語のそれとほぼおなじである。平良方言の/a/は、

語頭の音節で無声子音にはさまれとき、／§/であらわれる。／a/の無声化は、

せま母音の無声化にくらべて義務的ではなく、無声化しないこともおおい。

／a/は、日本語の/a/に対応してあらわれる。日本語の各行のア段の音節と

平良方言の音節との対応は、以下のとおりである。

／a／－／a／［atsa]明日、［akaHaka]赤い、［ami]雨、［atu]跡

／ka／－／ka／[k9sa]笠、［k9ta]肩、［ts3ka]柄

／ga／－／ga／[kagam]鏡、［gak、]餓鬼（食いしん坊）

／sa／－／sa／［s9ta]砂糖、［s9ki]酒、［sara]皿、［sa1]申(十二支）

／za/－／za／［kadzaSmu]風下、［tJuRdzara]中皿

／ta／－／ta／［t9ka]鷹、［t§[ku]蛸、［fta]蓋、［k静a]肩

／da／－／da／[fda]札、［padaka]裸、［dami]駄目、［p.m.al]左

／､a／－／､a／[nada]涙、［nats,]夏、［pana]花・鼻、［tsma]綱

／ha／－／pa／[pana]花、鼻、［p:lka]墓、［p9sam]鋏

／ba／－／ba／[baso:]芭蕉、［baJa]馬車

／ｍａ／－／ｍａ/[mata]股、［ｍａｍｉ]豆、［Ｓｍa]島、［matslgil]松
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／ra／－／ra／［sara]皿、［bara]藁、［mura]村、［tura]寅(十二支）

／wa／－／ba／［bara]藁、［bakamunu]若者、［tJaban]茶碗

／a:/はつぎのようなぱあいにあらわれる。

(1)日本語の１音節語に対応して。

［taX]田、［naX]名、［pa:]歯、［dzaZ]座、［tJa8]茶

(2)語幹末に母音/a/があらわれる形容詞の重複形のなかに。

［akaRaka]赤い、［t9ka3t9ka]高い、［bakaHbaka]若い、UapaXjapa］

柔らかい、［aVvaRaWa]脂っこい、［ikjara:ikjara]少ない

(3)／－awa/のような音声連続の/w/が脱落して、／－a:/であらわれる。

［na:]縄、［ka8]皮、［a:]粟、［uk劇maK]沖縄、［ta:ra]俵

(4)日本語のハ行四段動詞に対応する平良方言の動詞のうち、代表形（いわゆ

る終止形）の語尾に母音/ＯＢ/を含む動詞の「さそいかける形」の語尾

［kaR]買おう([koK]買う)、［ara:]洗おう([aro:]洗う)、

［faX]食おう([fox]食う)、［idjax]出会おう([idjoH]出会う）

(5)同じく上記の動詞の否定の形の語尾に。（これは(3)の現象とも重なる）

［kamq買わない([koH]買う)、［aram]洗わない([aro8]洗う)、

［fam]食わない([fo:]食う)、［pa8n]這わない([po8]這う）

(6)母音/a/でおわる名詞にとりたての助詞[一ja]のついたかたち

［pana2]鼻は([pana]鼻)、［bata2]腹は([bata]腹)、

［sana:]傘は([sana]傘)、［nnamaH]今は([nnama]今）

(7)母音/i/でおわる名詞にとりたての助詞[一ja]のついたかたち

［paJ1a8]羽は([papi]羽)、［sakja8]酒は([saki]酒)、

［amja8]雨は([ami]雨)、［jarabja:]子供は([jarabi]子供）

(8)その他

［Ja:ka]早朝、［ｍａ:ｍａ]継母、［pjaxpja:]早い、［UkjaXn]昔、Daxts1]八つ

1.3.5.奥舌半せま母音/o//o:／

／o//o:/は、円唇の奥舌半せま母音である。日本語の/o/に対応する平良方

言の母音は/u/なので、みじか母音の/o/は、原則としてみられない。また、
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なが母音/o:/は、つぎのようなばあいにあらわれる。

(1)二重母音/ao//au/が融合してなが母音/ＯＫ/があらわれる。

［o3]青、［so:]竿、［to:S]倒す、［､OKS]直す、［bo2]棒、［ko8]線香

(2)古代日本語（以下単に古代語）ハ行四段動詞の語幹末が/a/になる動詞の

終止形語尾にあわられる。

［ko8]買う、［aro:]洗う、［bako8]奪う、［pol]這う、［fo2]食べる(食らう）

(3)みじか母音/u/でおわる名詞のとりたて[－ja]のかたち

［butoX]夫は([butu]夫)、［mukoX]婿は([muku]婿)、

［nunoX]布は([nunu]布)、［pakoK]箱は([paku]箱）

(4)みじか母音/a/でおわる名詞の対格[－ju]のかたち

［s9toX]砂糖を([s9ta]砂糖)、［ITmox]祖母を([,Ｔｍa]祖母)、

［bubo:]伯母を([buba]伯母)、［pano:]花を([pana]花）

(5)語幹末が/U/でおわる形容詞の重複形の程度強調をうけたかたち

［upo:upu]大きい、［ffo8ffu]黒い、［SSO:Ssu]白い、［ps9soXp､su]広い

(6)その他の語例

［poXk鼠1]箒、［bo:]童名(王「ワウ」に対応)、［to:]誰、［koxkoH]貧しい、

［do:dz1:doxdz1]上手、［go:ra]苦瓜、［mo8ki]儲け、［pudzoX]煙草入れ、

［so:ki]旅、［no2]何、［jo:jo8]弱い、［ox]喧嘩、［o:g輿1]扇、［to:f]豆腐

1.3.6.奥舌せま母音/u//u2／

／u/[u]の典型的なアロフォンは上下の唇をつきだすように丸めた母音であ

る。とくに、／su/[su］／Cu/[tsul／zu/[dzu]などの舌先の摩擦音、破擦音と

奥舌せま母音/u/が結合するばあい、唇での丸めは顕著である。

平良方言の/u/は日本語の母音/o/および/u/に対応してあらわれる。ただ

し、日本語のウ段に対応する音節のぱあい、先行する子音の条件によって、母

音/u/が脱落して成節的な子音になったり、／'/に変化したりしている。

／u/には無声化したアロフォン[!]がある。無声化した回は無声子音にはさ

まれたときにあらわれるほか、語末でもあらわれる。ただし、語末での無声化

は義務的ではないようである。
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(1)日本語の各行のオ段の音節と平良方言の音節の対応はつぎのとおりである。

／o／－／u／［uja]親、［un]鬼、

／ko／－／ku／[kumi]米、［kui]声、［muku]婿

／so／－／su／［slJku]底、［sudi]袖、［mtsu]味噌、［fsu]糞

／zo／－／zu／［ITrlzu]溝、［kudzu]去年にぞ）

／to／－／tu／［tul]鳥、［but1Jtul]おととい、［tuna1]隣、

／do／－／du／［duru]泥、［duku]毒、［budu1]踊り、［kadu]角

／no／－／nu／[nunu]布、［tsmu]角、［bumu]斧

／ho／－／pu／[pUni]骨、［pu:]帆・穂、［upUni]大根

／ｍｏ／－／ｍｕ/[muR]藻、［ｍｕｍｕ]腿、［k圏,ｍｕ]肝

／jo／－／ju／Dul]夜、［jumi]嫁、［juku]横

／ro／－／ru／［iru]色、［fkuru]袋、［duru]泥

／wo／－／bu／[butVtu,]一昨日、［budul]踊り、［butu]夫

(2)日本語の各行のウ段の音節と平良方言の音節の対応はつぎのとおりである。

／u／－／u／［us]牛、［udi]腕

／ｍｕ／－／ｍｕ/[muku]婿、［muS]虫

／ju／－／ju／［ju8]湯、Ｄｕｍ]弓、［maju]眉

／､u／－／､u／[nunu]布、［nuStu]盗人

日本語の/su//Cu//zu/および/ru/、すなわち、舌先音と母音/u/とが結合

した音節に対応する平良方言の音節の母音は/u/ではなく、八／に変化してい

るか、あるいは/'/からさらに変化して母音を消失させている。

／su／－／s／［５s,]巣、［us]臼

／Ｃｕ／－／c,／［ts1nu]つの、［tsma]綱、［tslmi]爪、［t9tsl]辰

／zu／－／zl／［midzl]水、［kidzl]傷

／ru／－／,／、u,]夜、［sa1]申（十二支）

日本語の/ku//hu//gu//bu/に対応する平良方言の音節は*ｋｕ・*pu>*fu>f、

*ｇｕ・*bu>*vu>Vのように/u/を脱落させ成節的な子音に変化している。

／ku／－／f／［fmu]雲Ifsa]草、［maffa]枕

／gu／－／v／［do:V]道具
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／hu／－／f／［fni]船、［fta]蓋、［to:f]豆腐

／bu／－／v／［aVva]油、［pau]蛇（｢ハブ」に対応か）

単独で語中にあらわれる日本語の母音/o//u/に対応する平良方言のばあい、

先行する母音と融合するので、語中に単独の/u/があらわれることはない。

なが母音/u:/は、つぎのようなばあいにあらわれる。

①日本語の１音節語に対応して。

［puH]帆、穂、［nuR]野、［muH]藻、［kuI]粉、［juK]湯

②語幹末の母音が/u/になる形容詞の重複形の程度強調をうけない形。程

度強調をうけると、前半の語幹末の母音が/o:/になることがある。

［upu3upu]大きい、［maXku:maHku3]丸い、［p､su:p､su]広い、

［ffu:ffu]黒い、［Ssu2Ssu]白い

③古代語のehu，ｏｈｑｏｈｕ，ＣＷＯなどが融合して。

［kju:]今日、［bju:]酔う、［mjultu]夫婦、［にｍｕ】]昨日、［tu:]十

④母音/u/でおわる名詞の対格のかたち

［ｍｕｍｕＩ]腿を([ｍｕｍｕ]腿)、［butul]夫を([butu]夫)、［duru:]泥を

（[duru]泥）

⑤母音/i/でおわる名詞の対格のかたち

［jumju:]嫁を([jumi]嫁)、［puJ1uX]骨を([puJ1i]骨）

⑥古代語ハ行四段動詞で語幹末の母音がuでおわるタイプの動詞

［ku:]乞う、［nuH]縫う、［juku:]休む、［umu:]思う

⑦その他の語例

［bulgz1]砂糖黍、［duH]胴、［kuImuja]ゴキブリ、［gu:]仲間、［suR]潮、

［dzu2]さあ(よびかけ)、［tsu:tsuX]強い、［nu:ｍａ]馬、［uHdu]布団

1.3.7.二重母音について

奄美沖縄方言群において/ai//ae//ue/などの二重母音が融合するのとちが

い、平良方言では融合せず、つぎのような二重母音がみられる(注'0)。
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前蝿上

平良方言［mai］［pa愚,］［ui］

首里方言［ｍｅ3］［｡e:］［?wiq

名瀬方言［ｍｅ:］［鱈］［?ｗY:］

平良方言の二重母音は、つねに前にくる母音がひろい母音で、後にくる母音

がせまい母音である。

/ai／［aimunu]あえ物、［mai]前、［pai]南、［kai]彼、［kaina]腕、［‐mai]-も(係

助辞)、［nai]地震、［fai]食え、［kai]買え、［kaiba]買えば

/a,／[maz,]米、［paz,]蝿、［utugal]顎、［JJa,]白蟻、［karapa,]灰、［agal］

東、［buna,]姉妹、［sagal]下がる、［tama1]溜まる

/ui／[ui]上、［uip39tu]老人、［muidzoxki]箕、［kui]声、［mubui]首、［ubuiru］

覚えろ、［kuiru]越える

/、/[ｍｕ,]森、［Snu]]モズク(海草)、［tu1]鶏、［jul]夜、［nu1]糊、

［midul]木の芽､［fulmaboK]車棒、［tu1]取る、［mul]盛る

/h／［izl]西、［i21]錐、［nubil]野蒜、［mil］（魚などの)身、［i21ks1]鱗

［pil]ニンニク、［pil]針、［ukil]起きる、［tatil]立てる

1.4.子音フォネーム

平良方言の子音を、（１）調音の方法、(2)調音の位置、（３）声門の状態、（４）口

蓋音化と唇音化の有無、のよっつの基準にしたがって分類することができる。

平良方言の子音は、調音の方法によって、破裂音、破擦音、摩擦者、鼻音、流

音、半母音にわかれる。､破裂音、破擦音、摩擦音は、さまたげ音（obstruent

s）であり、鼻音、流音、半母音は、ひびき音（sonants）である。調音の位

置でみると、両唇音、唇歯音、前舌音、奥舌音、声門音がある。調音の位置に

唇歯音（上の前歯と下唇の摩擦音）があるのは、平良方言の特徴である。

１０城辺町保良、新城、池間島などの方言では、二重母音/au//ao/なども融合せず、二重母
音のまま保存されている。
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（）内は、語例の少ない、周辺的なフォネームである。

声門の状態（声門における振動の有無）によって、子音は、有声音と無声音

にわかれるが、平良方言のばあい、さまたげ音は無声音と有声音の対をもって

いるが、ひびき音はすべて有声音である。奄美沖縄方言群の多くの方言にみら

れる喉頭/非喉頭の対立がみられないのも平良方言の特徴のひとつであろう。

にi醗酬鮒
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ｂｂ』

ｆｆｊ
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ｔｔｊ
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ｇｇｊ(9W）

(h）

ひ
び
き
音

鼻音

流音

半母音

有声音

有声音

有声音

ｍｍＪ

(w）

ｎ、」

ｒ刀



てあげることができるだろう。

みじか子音には音節をひらく子音と音節をつくる子音の２種類がある。音節

をひらく子音は、音節をひらく位置（①）にしかくることのできないものであ

る。音節をつくる子音は、単独で音節を形成するばあい、②語頭、③語中、④

語尾のいずれの位置にもくることができる。また、音節をひらく子音は、開音

節の音節をひらく位置（①）にもくることができる。

①[pa:]歯 ［du:]胴［ｍｉｑ目

②[mta]土 ［Vda]太い ［9k']神酒
③[akamta]赤土 ［kiVS]煙［aka9ga]赤ん坊
④[kam]神 ［kuV]昆布［kapq蟹

1.4.1．みじか子音

1.4.1.1．音節をひらく子音

音節をひらく子音は、口蓋音化を特徴とする子音（勘音節をつくる子音)、

唇音化を特徴とする子音（合勤音節をつくる子音)、口蓋音化も唇音化も特徴

としない子音（直音節をつくる子音）のみつつのグループにわけることができ

る。音節をひらく子音は、つねに母音とむすびつき、音節をひらく位霞にくる。

口蓋音化も唇音化も特徴としない子音

／Ｐｂ，ｔ，ｄ，ｋ，９，ｃ，ｚ，ｒ，（h）／

口蓋音化を特徴とする子音

／pj，ｂｊ，ｔｊ，。』，ｋｊ，ｇｊ，ｃｊ，Ｚｊ，ｆｊｖｊ，ｓｊ，ｍｊ，ｎｊ・ｒｊ，ｊ／

唇音化を特徴とする子音

／（w，ｋw，ｇｗ）／

口蓋音化を特徴とする子音には、破裂音（pj，ｂｊ，ｔｊ，ｄｊｋｊ，ｇｊ)、破破音

(Cj，ｚｊ)、摩擦音（fj，ｖｊ，ｓｊ)、鼻音（ｍｊｎｊ)、流音（rj)、半母音（j）の調

音方法がそろっているが、口蓋音化も唇音化も特徴としない子音には、破裂音

(p，ｂ，ｔ，ｄ，ｋ’９)、破擦音（c，ｚ)、流音（r)、摩擦音（h）があるが、鼻

音などが欠けている。この欠けている鼻音（ｍ，、）や摩擦音（f，ｖ，ｓ）は、

音節をつくる子音である。唇音化を特徴とする子音は、いずれも語例がすぐな
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く、周辺的なフォネームである。

1.4.1.2.音節をつくる子音

音節をつくる子音/ｍ//､//s//f//v/は、口蓋音化も唇音化も特徴としない

子音である。／ｍ//n/は鼻音で、ひびき音のグループに属するが、／s//f//v／

は摩擦音で、さまたげ音のグループに属する。音節をひらく子音の共通の特徴

は、継続音だということだろう。継続音であることが子音としての独立性、す

なわち、単独で音節を形成できる能力を保証しているのであろう。

音節形成能力からみると、音節をつくる子音の摩擦音と鼻音は、音節をひら

く子音（破裂音、破擦音、流音）にくらべて、多様な音節形成の仕方をする。

Ｃ１Ｃ２Ｖ１Ｃ３

摩擦音と鼻音は、うえにしめした、Ｃｌ．Ｃ２．Ｖ，、Ｃ３のいずれの位置

にもたつことができる。ＣＩは、母音と結合することなく、語頭にきて、子音

単独で音節を形成するばあいである。Ｃｌの位置にくる音節をつくる子音が単

独で単語をあらわすことはなく、つねに子音が後続する。このとき、子音Ｃｌ

は単独で１モーラにかぞえられる。

①[Ssam]しらみ ［ffuka,]黒い ［Vva]おまえ

［ｍｍａ]祖母 ［nnutsl]命

②[sda]舌 ［fsa]草 ［janaVtsl]悪口

［sta]下 ［fmu]雲 ［Vdaka,]太い

［mta]土 ［Uご]]鰊

①のようにおなじ子音が連続するばあい、これまでは摩擦音が連続するとつ

まる音/Q/に、鼻音が連続するとはねる音/N/として解釈されることがあった。

②のように調音方法あるいは、調音点がことなる子音が後続するとき、鼻音

のばあいには①とおなじようにはねる音として解釈するが、摩擦音のばあい、

/s/であれば/Y/をおぎない、／f/であれば/u/をおぎなって解釈された。その

とき、後続する子音が無声子音であれば、／sii/[s1]、／fu/[hJ]のように無声化

した母音があるとみなされていた。

まず、［fsa]についてみてみる。［fsa]において[f]と[sa]のあいだに宮古方言
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に特徴的な円唇の母音[u]は観察されない。すなわち、ＣｌからＣ２にかけての

部分に母音/u/は観察されない。

［fmu]において、［f]と[ｍｕ]との間にも母音/u/は観察されない。すなわち、

ＣｌからＣ２にかけての部分にも、／ｆｆｕ－／のＣｌからＣ２にかけての部分と同様

に円唇の母音/u/は観察されない。Ｃ２が/ｍ/などのような有声音であるぱあい、

Ｃ]部の/f/からＣ2部に連続する部分において、そのＱの/f/の持続部の後半に

有声音のひびきがきかれることがある。しかし、それは円唇母音の/u/がある

のではなく、そこには依然として、下唇の裏側と上歯とのあいだでせばめが形

成されている。下唇の内側が上歯へのかるい接触による摩擦音[f]から、［ｍ]に

おける両唇の閉鎖による鼻腔での共鳴にいたるまで平良方言の[u]に特徴的に

みられる両唇をつきだした円唇の母音の発声のための動きはみとめられず、下

唇と上歯とを調音点とする半母音[nｍのような発声が観察され、これは/u/の

アロフォンではなく、／f/から/ｍ/へうつっていくときのわたり音なのであろ

う。ｃ,部分をつまる音/Q/と解釈する研究者もいることから、Ｃｌからｃ２に

かけて母音/'/や/u/が実際に発音されていないことがわかる。たとえば、

[ffukal］「黒い」のＣｊからＣ２にかけての部分には宮古方言の母音/u/に特有な

唇の丸めがほとんどみられず、唇の内側の部分が下歯に接触したままの状態で

Ｃ２へ連続していって、Ｃ２からつぎのＶ,部分においてはじめて唇の内側と下歯

の接触が解かれ、唇のまるめをともなった母音/u/が発音されるのである。こ

のC2V1部の/fu/に典型的にみられるような円唇の奥舌母音/u/はClからＣ２に

かけての部分には観察されない。［fkuru]袋のばあいも同様である。

０２は母音とつよい結びつきをなし、音節をひらく位置にきて１個の音節を

形成し、みじか母音と結合したときにはその音節が１モーラにかぞえられ、な

が母音と結合したときにはその音節が２モーラにかぞえられるような子音であ

る。ＣｌやＣ３が子音それだけで１モーラにかぞえられるのに対して、このＣ２は、

子音それのみではモーラにかぞえることができない。つまる音、はねる音をの

ぞく日本語の子音がこのような子音である。音節主音であるＶ,に対して、０２

は音節副音といわれる。
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③[so8]竿 ［fa8]子 ［Dad豚

④[s9ta]砂糖 ［ffukal］［vva]おまえ

。Iは、語末にくる子音で、その子音のみで’モーラにかぞえられる。平良

方言のばあい、Ｃ３の位置にくることのできる成節的な子音には、鼻音[ｍ']q]、

摩擦音[f][v][s]がある(注Ｍ１。

⑤[ｉｍ]海 ［ｍｉｍ]耳

［in]犬 ［kan]蟹

［af]蒸菓子の名 ［kif]蒸気

［av]灸る ［paV]蛇

［is]石 ［pus]星

おおくの研究者もｃ３の位圃にくる鼻音[mIn]、有声の摩擦音[v]を成節的な

子音とみとめるが、無声の摩擦音[fIs]がC3の位置にくるばあいは、母音をお

ぎなって解釈することがある。これはＣｌのばあいと同様に、語末の母音が無

声化している（[fUIsl]）とかんがえるのである。

たしかに、せま母音/u//i/の語末での無声化は義務的ではなく、無声化し

ないこともある。Ｃｌの成節的な子音/f//s/に有声子音が後続するときのよう

に、語末に/f//s/がくるときも、子音のでわたりに声帯の振動が観察される

が必ずしも義務的ではなく、Ｃｌのばあいの成節的なばあいと同様に、語末の

[f]のあとに、母音音/u/の調音に特徴的な唇のまるめはみられない。この声帯

の振動は、母音を発するために積極的になされるものとはみなせないのである．

Ｃ3に成節的な子音がくる名詞は、対格の格助辞-jｕ（日本語の「を」に対応)、

あるいは、とりたての係助辞_jａ（日本語の「は」に対応）を後続させた文法

的な形は語末の子音をかさねるという特徴をもっている。これはｃ３の位置に

'1成節的な子音としてITU[､]を認める研究者の多くは、音節をひらく位闘にくる[ｍ]と別のフォ
ネームの子音（成拍的な子音、あるいはモーラ音素)ととらえている。これは日本語や多く

の日本語諸方言の擬音/N/と同類のものとみなしている。しかし、擬音/N/のアロフオンが
後続の子音によって決定され、そのアロフォンの違いが意味の弁別に役立っていないのとは

異なり、平良方書の剛や[v]などは後続の子音の違いに影響をうけることなく実現するし、
その音色の違いが意味の弁別にかかわっているので、日本語の擬音のように鼻音/m//n/と

別のフォネームとみなすのではなく、／ｍ//､/のアロフォンとするべきだと考える。［flV][S］
についても同様である。多良間島方言や伊良部島佐和田方言の[|]も同様である。
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たつ鼻音/ｍ//n/のぱあいも同様であり、成節的な子音を語末にもつ名詞に共

通の特徴である。後接する/j/を、，ｎ，ｆ，ｖ，ｓに変化させるのは、名詞末

尾の成節的な子音による進行同化である(注'２１。

⑥/num/蚤／nummu/蚤を ／numma/蚤は

／kan/蟹／kannu/蟹を ／kanna/蟹は

／jaf/厄／jaffu/厄を ／jaffa/厄は

／pas/橋／passu/橋を ／passa/橋は

／pav/蛇 ／pavvu/蛇を ／pavva/蛇は

／fsu/糞／fsu3/糞を ／fso,/糞は

／ffi／（烏賊の）墨／ffju:/墨を ／ffja8/墨は

子音がＶ,の位置にくる例としては、つぎのふたつの語例がある。

⑦[mttsa]道は ［fttsa]鯨

［mttsa]も[fttsa]も、［attsa］（下駄）が[at][tsa]のふたつの音節にわかれる

のと同様に、［mtItsa]、［ft][tsa]のようにふたつにわけることができる。この

とき、成節的な子音[ｍＩｆ]は、［attsa]の[a]と同様に、音節主音として音節形

成に参加しているのである。この音節は、２モーラの閉音節である。

［ｍｔ]の発音において、［ｍ]の口むろと鼻むろでの共鳴のあいだ、当然のこと

ながら、唇はとじられたままである。その唇をとじた状態で[t]に移行するが、

そのときも唇はとじられたままである。それにつづいて[tsa]が発音されるの

である。［fttsa]の発音における、［ft]の発音も同様である。［f]の上歯と下唇の

かるい接触があって（そのとき前舌による閉鎖はないようである)、つよい呼

気による摩擦音があり、前舌による閉鎖[t]がつづくが、そのあいだも上歯と

下唇の接触は積極的には解消されずのこっている。［ｍ][f]は、［attsa]の発音に

おける音節[at]の音節主音(Ｖ,)の役割をはたしている母音/a/と同様に、音節

主音(Ｖ,)としての役割をはたしているのである。

平良方言の[mttsa]の[ｍ]、［fttsa]の[f]、多良間島方言の[bI3b18gassa］（く

わず芋）のそり舌の側面摩擦音ｐＨ]が音節主音となるなど、宮古諸方言のなか

１２成節的な子音として/f/をみとめず、／jafu/と解釈し、／u/をみとめると、この同化現象の
説明はむつかしくなる。
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には、半子音とよぶべき子音があって、半子音の生成のプロセスをかんがえる

うえで、興味ぶかい。音節主音になることのできる/s//ｍ//f//l/を半子音と

みなすなら、宮古諸方言では、鼻音/ｍ/、流音/l/はもちろんのこと、摩擦音／

s//f/も、ひびき音とみなすことができるだろう。

1.4.2.破裂音/p，ｂ，ｔ，。，ｋ，ｇ／

平良方言の破裂音は無声破裂音の/p，ｔ，ｋ/と有声破裂音/b，。，ｇ/の６個

である。無声破裂音は、語頭において[ph][thlkh]のように表記したくなるほど、

母音へのでわたりに際しての呼気がつよい。有声破裂音/b，。，ｇ/は、和語に

おいては擬声擬態語をのぞくと、原則として、語頭にくることがないが、平良

方言においては、語頭にもあらわれる。有声破裂音が語頭にくる単語は、日本

語との対応（あるいは語源）が不明のものがおおい。

1.4.2.1.両唇破裂音/p，ｂ／

(1)無声の両唇破裂音/p／

／p/は、日本語のハ行子音/h/に対応してあらわれるが、これは、古代語で

はハ行の子音が*pであったと推定されているので、その*pが保存されていると

みるべきもので、日本語のふるい姿をのこしている。

／ha／－／pa／［pana]花、鼻、［paka]墓、［pama]浜

／hi／－／pl／［p31gi]髭、［ps1dal]左、［mtu]人

／hu／－／f／駐'3）［fni]船、［ftaHtsl]二つ

／he／－／pi／［piH]庇、［pira]へら、［pidz1]肘

／ho／－／pu／［pUpi]骨、［puq帆、穂

古代語の語中のハ行子音/p/は、「ハ行転呼音」とよばれる音韻変化によっ

て、／w/をへて消失しているが、他の宮古諸方言のばあいと同様に、語中の

１３奥舌のせま母音/u/と結合する/p/が摩擦音/f/になるのは、上村(1989)のいう「おしひろ
げ」現象による音韻変化であって、つよい呼気によって唇がおしひろげられた結果、破裂音

／p/が摩擦音/f/に変化したのであろう。［摩擦音/f/の項参照｡］
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/p/は消失するのが原則だが、／p/を保存するばあいがある。

ロapa【japa]柔らかい、［k14lpa【klJpa]堅い(古語「こはし」に対応)、［apa:apa］

味が薄い(｢あはし」に対応)、［oXpa]青菜、［k§Ltapa]不具者(片端[カタハ]に

対応)、［upumpu]大きい(古語「おほし」に対応）

日本語との対応では/b/であらわれるはずだが、つぎの２語は、／p/があら

われている。いずれも/p/に先行するのは、無声の成節的な子音[s]である。こ

の[s]の影響によって後続する[b]が無声子音化したのであろう。

［aSp懲:]遊ぶ、［naSp､]なすび

その他の語例

/pl／［p勵lga2]比嘉（地名)、［ps1gurukal]冷たい、［mkal]光、［p圏lsara]平

良（地名)、［p團曾suma]昼間

/pi／［pil]針、［pindza]山羊、［aSpi]遊べ、［pjJiIpjJi]寒い、［pjJi]干瀬、

［pjta]下手

/pa／［panata]崖、［palli]羽、［aSpa]遊ぼう、［p9sam]はさみ、［p9tu]鳩

/pu／［pundai]わがまま、［pul]掘る、［mxpurja]芋掘具、［p1Jka]外、［plJki]挨

/pi8／［piI]庇、［piHttJa]少し、［piIgama]笛

/paI／［pa】gats,]海綿、［pax]祖母、［japaxjapa]柔らかい、［k1JpaXlnJpa]堅い

/pol／［po2]這う、［poHtsaH]料理人(包丁)、［poKks,]箒、［guIVnDoK]牛蓄

/pu2／[puRro8mami]さや豆、［upuXupu]大きい

(2)有声の両唇破裂音/b／

両唇の有声破裂音/b/は、日本語の/b/に対応してあらわれるほか、古代語

のワ行子音/w/に対応してあらわれる。

/ba／－/ba/[basa]芭蕉、［baJa]馬車、

/bi／－／bl/[dab露1]茶毘(葬式)、［iい]伊勢海老

/bu／－／v／［aVva]油、［kuV]昆布(こぶ)(瀧川）

/be／－／bi/[nabi]鍋、［junabi]夜なべ

/bo／－／bu/[ts1bu]壷

１４奥舌せま母音/u/と結合した/bu/は、成節的な子音/v/[V]に変化している。これは蕊pu→ｆ
の音韻変化とパラレルに起きた音韻変化であろう。［摩擦音/v/の項参照。］
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また、古代語のワ行の子音/w/が/b/に変化している。これは、つよい呼気

が原因でおきた変化で、他の宮古諸方言、あるいは八重山諸方言、与那国方言、

すなわち、宮古八重山方言群に共通にみられる現象である。

/wa／－／ba/[bara]藁、［bana]罠、［ban]割る

/wi／－／bl/[け1K]亥(十二支)、［bzl3i]坐れ(命令形）

/we／－／bi/[bju81]酔う、［bigul]えぐる

/wo／－／bu/[buba]叔母、［butu]夫、［buHnu]斧

語中のワ行子音/w/は、ほとんどのばあい、消失してしまっている。日本語

のばあい「わ」にかぎって語中の/w/を保存しているが、平良方言のぱあい、

語中の「わ」の/w/も脱落している．母音によっては/w/の前後の母音が融合

している。（ただし、語中の「ゑ」に対応する語例は見つかっていない）

あわ(泡）［a:]、せわ(心配）［Ja【］たわら(俵）［ta:ra］

あゐ(藍）［ai]、なゐ(地震）［nai］

さを(竿）［so】]、あを(青）［Ｃｌ］

語頭に/p/のあらわれる単語が複合語の後要素になるとき、有声音化して

/P/が/b/に変化する。

／pana/花→／akabana/ハイビスカス(赤花）

／puni/骨→／jumbuni/腰骨

／paI/歯→／maibax/前歯

日本語との対応が不明な単語で、語頭に有声破裂音/b/をもつ語がみられる。

［bataf]へそくり、［bivgassa]くわずいも(植物)、［babja]鯛の一種、

［baUks1]桑の実、［biraf]寵の種類
その他の語例

/b'／[b‘lda2b圏lda]低い、［bz1gu]藺草、［kabal]嗅ぐ、［kab認1]紙、［tab易1]旅、

［jubz1]吸う

/bi／［bidu]餌、［bikidum]男、［bigo2bigo2]くすぐったい、［jarabi]童、［kubi］

壁、［uibi]指

/ba／[bakslda]腋臭、［bata]腹、［bal8bal]悪い、［gabaJu:]曾祖父、［saba］

草履、［naba]垢
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/bu／［budza]叔父、［bus]勇ましい人、［but1Jtul]一昨日、［nubui]喉

/blX／[b圏18]坐る、［b愚lKkumzu]ヒラメ、［nabz1lnabz1]すべっこい

/bi2／[bix1]トンボ、［bi89gu]オオハマボウ(植物）

/ba:／[ba:ki]ざる、［Jiba:Jiba]狭い

/boX／[bo:]童名の一つ、［bo:Ji]帽子、［bo:dzl]坊主

/bu【／[bu:]麻(ノカラムシ)、［buHgal]砂糖きび(椎'5）

1.4.2.2.前舌破裂音/t，。／

前舌と硬口蓋とで調音される破裂音には、無声破裂音の/t/と有声破裂音の

/d/がある。いずれも前舌面と歯茎から硬口蓋にかけての部分で閉鎖を形成し

て調音される破裂音である。

(1)無声の前舌破裂音/t／

/t/と日本語の子音との対応はつぎのとおりである。

/ta／－／ta／［taK]田、［t9ki]竹、［k9ta]肩

/te／－／ti／［ti:]手、［tin]天

/to／－／tu／［tul]鳥、［tura]寅、［atu]跡

日本語の夕行子音のうち、イ段とウ段の音節の子音は破裂音であらわれる。

平良方言も日本語と同様に破擦音であらわれるので、破裂音/t/があらわれる

のは、夕行のア段、エ段、オ段の音節においてである。

その他の語例

/ti／［tiV]投げる、［tida]太陽、［tindzaku]鳳仙花、［ｍｉ風lti]三年、［m2ti]六年、

［mumuti]百年

/ta／[taukjaX]－人、［tataIn]畳、［s9ta]砂糖、［fta]蓋、［mta]土

/tu／[tunaka]卵、［tugja]鰊、［tudzl]妻、［tul]鶏、［butUtul]おととい、

［unJtu]弟妹

/ti:/[p33tiKtsl]ひとつ

１５宮古諸方言では、ｂ→g、あるいは、ｇ→bの不規則な変化がみられる。

ｂ→gの例 ［fg1]首、［tslguS]膝[ツプシ］
ｇ→bの例［kabzl]嗅ぐ
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/ta:/[ftaIts,]ふたつ、［ftaX,]ふたり、［StaKra]下方

/to】/[to】]誰、［toIVva]台所

/tu:/[tuX]とお、［tuXti]十年、［tultuX]遠い

(2)有声の前舌破裂音/d／

日本語のダ行子音のうち、イ段とウ段の音節の子音は破擦音であらわれる。

平良方言も日本語と同様に破擦音であらわれるので、破裂音/d/があらわれる

のは、日本語のダ、デ、ドに対応する音節においてである。

/da／－／da/[das]出汁、［pTda1]左

/de／－／di／[sudi]袖、［udi]腕

/do／－／du/[duru]泥、［kadu]角、［duku]毒

語頭で/t/であらわれる単語が複数語の後要素になるとき、有声音化して有

声破裂音/d/になる。

/ta8ra/俵→／ma1da8ra/米俵

/ti:／手→／katadiK/片手

/tus／年→／aradus/新年

その他の語例

/di/[amdira]縄で編んだ寵の一種、［idil]出る

/da/[dajaf]棟梁、［dakkjoX]ラッキョウ、［mdal]破る、［nada]涙

/du/[duS]友人、［dufk塾lgi3]デイゴ、［padul]雀、［adu]踵

/di2/[di2Ugu]梯梧、［k9tadiX]片手、

/de:/[gudexgukku]鶏の鳴き声(擬声語）

/da2/[maldaZra]米俵、［sda2sda]涼しい

/do8/[do:dzl]上手、［kado3]角は、［ado】]踵は

/du2/[｡u【]胴、［kaduX]角を、［adu8]踵を、

1.4.2.3.軟ロ蓋破裂音/k//g／

(1)無声の軟口蓋破裂音/k／

／k/は、日本語の力行の子音/k/に対応してあらわれる。

/ka／－／ka/[kagam]鏡、［kad3i]風、［t9ka]鷹
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/ki／－／kl/[kalmu]肝、［ksln]蒲物、［kolnu:]昨日

/ku／－／f／［fsa]草、［fsul]薬［ifsa]戦、［fts1]口、［ifts1]いくつ

/ke／－／ki/[kjta]桁、［t9ki]竹、［s§ki]酒

/ko／－／ku/[kui]声、［muku]婿、［taku]蛸、［tabaku]タバコ

/ku／－／f／［ftsl]口、［fmu]雲、［fS]櫛旺'6）

その他の語例

/k]／［k`1ｍ]黍、［ks1daikUlli]人参、［ks1S]切る、［ks2pada]服装

/ki／［kiVS]煙、［kinai]家庭、［kin]蹴爪、［kidzl]傷、［kjJil]煙管、
［kjtsl]白子、［kjJi1]着せる

/ka／[kaja]茅、［kabzl]紙、［karadz]]髪、［k9ku]癌、［k9tsa]蚊帳、
［k9sa]笠、［k9ta]バッタ

/ku／[kubaSmja]甲イカ、［kuba]クパ、［kubi]壁、［kUpa2kVpa]堅い、
［klJkunuka]九日

/kl:/[k厩l8ba]牙、八重歯、［k圏':ru]黄色

/kiK/[ki:JItsl]啓蟄、［kiml]胡瓜

/kaH/[ka2ma]むこう、［ka8tul]編幅、［ka2ra]瓦、［ka:gi]容貌、
［ka:fnata]ヒキガエル

/kＯＢ/[koXkoK]貧しい、［ko2ko【]痒い、［ko8dzl]鞠、［koIS]菓子、［tako【]蛸は

/ku:/[kul]来い、［ku:mujaX]ゴキブリ、［ku8ru:]独楽、［takuX]蛸を

(2)有声音の軟口蓋破裂音/g／

平良方言の/g/は、日本語のガ行の子音/g/に対応してあらわれる。

/ga／－／ga/[kagam]鏡、［pagama]釜

１６日本語の/ku/に対応するのは、成節的な子音の[｢]である。これは宮古緒方言、あるいは
波照間島方言などのいくつかの八重山緒方言に共通にみられるものである。／ku/は軟口蓋
に調音点をもつ破裂音/k/と唇のまるめを特徴とする奥舌母音/u/とがむすびついた音節で
あるが、このときの声道の形は、唇を鯛音点とする子音/P/と奥舌せま母音/u/が結合した
音節/pu/の形に近似していて、／pu/→/f/と同様に、つよい呼気によって軟口蓋での閉鎖
が「おしひろげ」られ、そのつよい呼気を唇と下歯とでの「ふんばり」で[f]になったもの
であろう。［摩擦音/f/の項参照｡］

－９５－



/gi／－／91/[mgz1]右、［fgz,]釘、［mug蓬]]麦

/gu／－／v／［do3V]道具

/ge／－／gi／[p圏,gi]髭、［kagi]影、［pagi]禿げ

/go／－／gU/[gUma]胡麻、［gUIVUDO:]ゴボウ(法'7１

無声破裂音/k/ではじまる単語が複合語の後要素になったとき、有声音化し

て有声破裂音/g/であらわれる。

［kami]喪→［mimgami]耳付き瓶

［ki8]木→［mats1gi,]松の木

［kuX]粉→［mamigu2]豆の粉

日本語との対応が不明な単語で、語頭に有声破裂音/g/をもつ語がみられる。

［gaba2gaba]古い、［gad3am]蚊、［gilra]しゃこ貝、［giSk鬮1]ススキ、［gura］

喉仏、［goXra]苦瓜

その他の語例

／9,／［tug週,]研ぐ、［pgz,]抜く、［pag愚,]剥ぐ

／gi／［ginnoI]げんのう、［agi]陸

／ga／［gabaJuI]曾祖父、［gabalmna]曾祖母、［gabjoHgabjo]痩せた、［gama］

洞穴、［gadz1magi3]椿樹

／gu／［guJi:]御神酒、［gus1Jkubi]城辺、［gurukunOグルクン、［guJan]杖

／giK／[giU]びり、［ｍ:gi:]芋の茎

／gaX/[gama]家鴨、［gaRS]蝉、［p圏,gaH]比嘉（地名)、［agaxta]むこう

／go:/[pig。:]願う、［pago【]きたない

／guK/[guKpu]瘤、［gu】]仲間

1.4.1.4．破擦音

／c/[｡z]と/z/[dz]は前舌音である。／c/は無声音で、／z/は有声音である。

１７日本語の/gu/に対応するのは、／v/である。この変化もku>fの変化に順ずる。［摩擦音/ｖ

／の項参照。］
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(1)無声の前舌破擦音/c／

／ci／－／Ｃｌ/[ts9s]血、［ｍｔｓ１]道、［ftsl]口

／Cu／－／Cl/[ts9ka]柄、［tslmi]爪、［tsmu]角

その他の語例

／Ｃｌ／［tslga]升、［tslgul]瓢箪、［ts9tu]土産、［ts}k､Ju]月、月夜、

［ts1papa]蕗

／ci／［ftJim8]朽ち芋（病気の芋）

／Ca／［tsa9ks9]削る、［k9tsa]蚊帳
／Cu／［mtsu]味噌、

／Ｃｌ:／［atsl:atsl]暑い

／ca3／[po:tsa:]包丁

／CO2／［mtsoK]味噌は、［k9tso8]蚊帳を

／Cu:／[tsu:tsu:]強い、［katsu8]鰹節、［mtsu:]味噌を

(2)有声の前舌破擦音/z／

有声破擦音/z/は、日本語のザ行の各段、ダ行のイ段、ウ段の音節の子音に

対応してあらわれる。いわゆる四つ仮名の区別がなく、いずれも/z'/に統一

されている。日本語との基本的な対応は以下のとおりである。

／za／－／za／[dzaSk、]座敷、［kudzara]小皿

／zi／－／zl／［dzlmami]落花生(｢地豆」に対応)、［tudzl]妻

／zu／－／zl／［midzl]水

／ze／－／zi／［kad3i]風、［d3in]銭

／zo／－／zu／[kudzu]去年、［mdzu]溝

その他の語例

／z〕／［dz1bunO時分、頃合い、［dzlnavva]脳、［dzlju]囲炉裏、

［adzlma:adzlma]甘い

／zi／［d3ipO膳、［ad3ikuja]シャコ貝

／za／［dzaka]じゃこうねずみ、［kadza]臭い、［kadzaSmu]風下、

［ffudzata]黒砂糖、［adza]兄、［budza]伯父
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/zu／［dzuri]酌婦、［nudzum]望む

/zl【／［dzlH]地面、［dzl:]痔、［dzl【guru]独楽

/zoH／[dzo8ka1]いい、［dzo3]門、［pudzo2]煙草入れ

/zal／［adza2]兄は、［budzaZ]叔父は

/zu3／[dzu【]尾、［dzuH]さあ(勧誘の感動詞)、［dzmmiga]おたまじゃくし

1.4.3.摩擦音/f，ｖ，ｓ，ｈ／

平良方言の摩擦音は無声摩擦音の/s//f//h/、有声摩擦音の/v/である。

／f//v/は唇歯音で、／s/は舌先音、／h/は声門音である。声門摩擦音/h/は、

語例もすぐなく、例外的、周辺的なものである。

1.4.3.1．唇歯摩擦音/f//v／

(1)無声の唇歯摩擦音/f／

これまでの調査で/f/が/'/と結合した用例をみつけることはできなかった。

平良方言の/f/と日本語の子音との対応はつぎのとおりである。

／ku／－／f／［fts1]ロ、［fmu]雲

／hu／－／f／［fpi]船、［fta:tsm]二つ

奥舌の狭母音*uと結合する*pが摩擦音/f/や/h/になるのは、宮古八重山方

言群に共通の現象であり、これは上村(1989)のいう「おしひろげ」現象による

音韻変化であって、強い呼気によって唇がおしひろげられた結果、破裂音pが

摩擦音[f]に変化したためであろう。

また、掌kur-がff-となる。＊ku>*fu>fのようにしてできた[f]の影響（進行

同化）によって後続する－ru、－ｍの[r]が摩擦音化したものである。

／kuro／－／ffu/[ffukal]黒い

／kura／－／ffa/[ffakal]暗い、［maffa]枕

音節をひらく位置（C2）にたつ摩擦音/f/は、かならず２拍以上のながい音

節内にあらわれる。／f/が音節をひらく位置にきて、みじか母音と結合すると

きには、その音節のまえにＣｌとしての[f]があり、Ｃ２として語頭（あるいは音

節頭）にたっときには、なが母音と結合するのが原則である。
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①[ffatsl]鍬、［ffi]イカの墨、［ffu]閉じる

②[fo:]食べる、［fa8n]食べない、［fin]呉れる

その他につぎのような語例がある。

/f／［fsa]草、［ifsa]戦、［toHf]豆腐

/fi／［ffi]イカの墨、［ffitalts1k圏l]先月

/fa／［ffantsa]野甘草、［miffasa]妬ましさ

/fu／［ffugi]陰毛、［ffubuki]煤、［ffukapi]鉄

/fiX／［fi8bi:]与える側

/fa3／［ffa:ffa]暗い、

/foI／[fo【biX]食べる側、［ffoHffu]黒い（程度強調の形）

/fu:／[fu:dzlki]ほうずき、［ffu:ffu]黒い

(2)有声の唇歯摩擦音/v／

／v/と日本語の子音との対応はつぎのとおりである。／v/も舌先母音とは結

合しないようである。

／bu／－／v／［aWa]油、［pau]蛇(｢ハブ」に対応か）

／gu／－／v／［do8u]道具

その他に次のような語例がある。

／v／［Vva]おまえ、［tiITmau]虹(｢天の蛇」に対応)、［maukja:]前、

［VvataZ]おまえたち

／va／[aVva]油、［Vva]おまえ、［Vvata8]おまえたち

／vi／［aVvi]灸れ

／ViX／Davvi8]破れて

／va:/[ua:]豚、［ua8bi]上、［ua:ts1k鼠']天気、［avva8avva]脂こい

［uax]豚、［uaxbi]上、などにみられる/va/はこれまで/wa/のように記述さ

れることが多かったが、このときの子音は上下の唇を調音点として発音される

のではなく、下唇の内側と上の歯とが触れるか触れないかぐらいのせばめをつ

くって発話される唇歯の摩擦音あるいは半母音であるが、摩擦がよわくほとん

どきこえない。口もとを注意深く観察していなければ、／w/に間違えてしまう。
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この/v〃]は、話者によって/w/に変化してしまっていることもある。また、

/vva-/のように語頭に子音/v/がかさなるとき、最初の/v/は呼気もあまり強

くなく、摩擦もよわいので、［u]のようにきこえるが、このときも依然として

上歯と下唇とのあいだにせばめが形成される。これは両唇をまるめる母音[u］

とはちがうものである。この摩擦のよわい[U]も/v/のパリアントである。

1.4.3.2.無声の舌先摩擦音/s／

／s/は、日本語のサ行の子音/s/に対応してあらわれる。

/sa／－／sa／[s9ta]砂糖、［sara]皿

/si／－／s／［Ｓｍa]島、［is]石、［Sta]下、［puS]星

/su／－／s／［Ｓｍ]墨

/se／－／si／［Jjkim世間、［aJi]汗

/so／－／su／[sudi]袖、［fsu]糞、［mtsu]味噌

日本語の/sir-/が平良方言で/ss-/[Ss-]となる。

/siro／－／ssu/[Ssuka1]白い、

/sira／－／ssa/[Ssam]しらみ、［paSsa]柱

これは第一音節目の[s]の影響による順行同化の結果である。平良方言をは

じめとする宮古諸方言の流音の[r]はさまざまな条件のもとで先行する音節、

フォネームの影響によって変化をこうむりやすく、他の子音に変化している。

その他につぎの語例がある。

/s／［Ssapq知らない、［Sti,]捨てる

/si／［Jina]シジミ、浅鯏などの小さな貝、［JindaUgiH]栴檀、［JipJiU]先生、

［JjkitanaVva]石油

/sa／[saba]草履、［sana]傘、［k9sa]笠、［sabzl]錆、［s9kama]坂、［sgki]酒

/su／[suba]側、［suba]ソパ、［sunul]モズク、［s9ku]底、［fslJku]不足、

［sVkara]塩辛い

/si3／[Ji8tu]生徒、［guJi:]神酒、［piJi8pIJi]寒い

/sa:/[saXju:]白湯、［sa:ru]かまきり、［asa:asa]浅い、［fsaXfsa]臭い

/so:/[SCB]竿、［so:ga]生姜、［so:ju]醤油、［so8ki]ザル、［SsoXSsu]白い、
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/su2/[su:]潮水、［su8]野菜、［suHdi]しよう、［p､su3p鬮9su]広い

1.4.3.3.有声の舌先摩擦音/;／

／軍/は、つねに音節をひらく位置にくる子音で、しかもつねに舌先母音人／

に続いている。／1/のつよい摩擦の影響によって後続する流音/r//j//w/が摩

擦音に変化してできたものである(注'8)。

/夢i／［zl3il]入れる、［a213i:]言って

/2a／[漣,zara]鎌、［圏lzan]叱らない、［pa2lzan]入らない、［azlza]言おう

/gu／rnzu]魚、［曇,zuB]魚を

/ｇｏ【/[zlzo【]魚は

/噂ju2／[nuzl3uK]糸

1.4.3.4.声門摩擦音/h／

摩擦音/s//f//v/のほかに、きわめて少数であるが、無声の声門摩擦音/h／

を有する単語が平良方言にもみられる。日本語の/h/に対応する平良方言の子

音は、／p/なので、原則的には、声門摩擦音/h/はあらわれないはずであるが、

つぎのような感動詞や外来の単語に/h/がみられる。

［haHi]よびかけのことば、［hai]よびかけのことば

［halriX]旧暦五月四日に行なわれる巴龍船競争の行事

［hakuru]白露、［hiXd3iR]ふだん、［hupO本《塗'9）

1.4.4.鼻音/ｍ，ｎ／

鼻音には、両唇音の/ｍ/と舌先音の/n/がある。／ｍ//､/ともにＣＩＣ2.Ｃｓ

の位置にくることができる。鼻音も舌先母音/'/とは結合しないようである。

１８破擦音/dz/と相補分布をなし、／dz/のアロフオンとみることもできるが、ここでは別の
フオネームとしておく。また、／l/を母音として機能する音節をつくる子音とみると、その
アロフオンとみることもできる。

１９［hun](本)の発音について、話者たちは、「フとホの中間の音で、うでもなければ、ホでも

ない」と話してくれた。宮古緒方言話者のいう典型的な「フ」とは[f]あるいは[fu]のことで
あるから、［hu]をこのように感じるのであろう.
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(1)両唇の鼻音/ｍ／

平良方言の/ｍ/は、日本語のマ行の子音/ｍ/に対応してあらわれる。

／ｍａ／－／ｍａ/[mai]前、［ｍａｍｉ]豆

／ｍｉ／－／ｍｉ／［ｍｉｍ]耳、［miBts1]三つ、［midzl]水

／ｍ／［ｍｔｓ１]道、［mtsu]味噌、［ｍｉｍ]耳

／ｍｕ／－／ｍｕ/[muku]婿、［mugz,]麦、

／ｍ／［mni]胸、［ｍ:ts1]むつつ

／ｍｅ／－／ｍｉ／［mi2]目、［ami]雨、Ｄｕｍｉ]嫁

／ｍｏ／－／ｍｕ/[ｍｕｍｕ]腿、［muts,]餅、［fmu]雲

Ｃｌの位置にくる[ｍ]は、どんな子音が後続しても、両唇の鼻音である。これ

は日本語や奄美沖縄方言群の擬音Nが後続する子音の調音点に同化してあらわ

れるのとおおきくことなっている。

両唇破裂音［mPa]いやだ、［gumpo2]ゴボウ

［mba]いやだ、［jumbUPi]肋骨

鼻音［ｍｍａ]母

舌先破裂音［mti]満杯、［mta]土、［amdira]魚寵

［mdui旧年、［amdira]魚寵

舌先破擦音［mtsl]道、［mtsu]味噌

［mdz1munu]まずいもの、［mdzu]溝

摩擦音［msuna]ふだんそう（野菜）

鼻音［Inl1i]胸、［mnagu]砂、［mnaka]真ん中

奥舌破裂音［amkuni]魚を捕る竹寵

［amgai]あぐら、［kamgi]馬のたてがみ、鶏冠

その他の語例

/ｍ／［midum]女、［mna]皆

/ｍｉ／［midum]女、［minaka]庭、［mitJax,]三人、［imi]夢、［sammi]Q]計算、

［kami]亀

/ｍａ／［maUkja【]真向かい、［manata]蛙、［maffa]枕、［kama]むこう、［sma］

相撲、［ja:ｍａ]八重山
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/ｍｕ／[munul]ことば、［mumuti]百年、［muSsu]筵、［Ｓｍu]下、［jumunu]鼠

/ｍｉ【／[miB]穴、［miXuS]雌牛、［imiHimi]小さい

/maI/[maXma]継母、［ｍａ【su]塩、［maRl]毬、［amaIama]甘い、

［kuma:kuma]細かい

/ｍｏ:/[mo2ki]儲け

/muK/[ｍｕ:]ホンダワラ(海草)、［umu【]思う、［kamu2]かまう

(2)舌先の鼻音/､／

平良方言の/n/は、日本語のナ行の子音/n/と対応してあらわれる。

／､a／－／､a/[nabi]鍋、［na2]名、［pana]鼻・花、［nam]波、［naka]中、

／ｍ／－／ni/[pix]荷、

／､／［d3ilnお金（｢銭」に対応）

／nu／－／､u/[nunu]布、［nudu]喉

／n／［i]pq犬、［kom]着物（｢きい」に対応）

／ne／－／､i/[nil]根、［api]姉、［fpi]船

／no／－／nu/[nunu]布、［nukug218]鋸

Ｃｌの位置にくるｍが後続する子音C2に同化せず、いかなる調音点の子音を

も後続させるのに対して、Ｃ２の子音が両唇を調音点にする子音であるとき、ｎ

はＣｌにくることができないという制約がある。また、軟口蓋を調音点とする

子音が後続するとき、Ｕになる。

［ndza]どこ、［nnama]今

［U9塁,]鰊、［Ukjaf]海ぶどう（センナリズタ・海草の一種）
その他の語例

／n／bnutsl]命、［ndza]どこ、［Ug閃1]とげ、［Ukjamq昔

／m／［pibuta]できもの、［pig。【]シャコ貝、lJ1iS]北、ljliV]寝る、

［pivKJ1iv]遅い、lJ1i9giIU人間

／na／［naba]垢、［nada]涙、［kanamal]頭、［ITmagu]砂、［panata]崖

／nu／［nuz13u3]糸、［nubui]首､［kanu]あの、［nnuts1]命、

［nufmuf]温かい
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/nix／［pilka]遅く、lJ1ixk31]寝息

/naH／［na8]名、［ukmaH]沖縄

/noB／［､０３]何、［no:S]直す、［no1,]実る、［JimoX]筋

/nul／［nuI]野、［､u【]縫う、［nu81]乗る、［nuIma]馬、［ksmux]昨日

1.4.5.流音/r／

平良方言の流音は、はじき音の/r/である。平良方言の流音/r/は、古代語

と同様に語頭にたちにくい。また、先行するせま母音/i//u/の空気力学的な

影響によって同化現象をうけて、摩擦音に変化していて、本来/r/があらわれ

る単語も減っていて、語例はおおくない。

平良方言の/r/は、日本語のラ行の子音/r/に対応してあらわれる。

／ra／－／ra/[sara]皿、［tura]寅、［bara]藁

／ri／－／,／［pi,]針、［tu1]鳥

／ru／－／,／［ju1]夜、［sa,]申

／re／－／ri／[kuri]これ、［arari]霞

／ro／－／ru/[fkuru]袋、［duru]泥、［iru]色

その他の語例

／ri／［pari]畑

／ra／［garasa]カラス、［aparagi]美人、Uarabi]子ども(童)、［mara]男性器

／ru／[k圏1:ru]黄色、［ukiru]起きろ、［tatiru]建てる

／rix／[ri2]例、［riZ]利子、［jaburi:]破れて(中止形)、［puri:puri]馬鹿な

／raX/[ara8]外、［slJkara:sukara]塩辛いＯ

／roR/[aro8]洗う、［naroH]習う、［piroX]つきあう、［ksi】roxks12ru]黄色い

／ruH/[suru【]揃う、［maruXmarul]短い、［k圏lIru:k圏l3ru]黄色

1.4.7.半母音/j／

平良方言の半母音は、前舌の/j/のみである。日本語や奄美沖縄方言群にみ

られる半母音の/w/は、宮古諸方言や八重山諸方言、与那国方言などの宮古八

重山方言群では/b/に変化している。また、かつて平良方言に/w/が存在する
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かのような記述がみられたが、それはおそらくＣ2の位置にくる唇歯の摩擦音Ｕ

を観察しそこなったものであろう。筆者もかつておなじまちがいをしている。

このUの聞き取りそこねたものか、あるいは日本語の影響によって、あるいは

方言内部の自然な音韻変化によってあたらしくｗに変化したのであろう。

平良方言の/j/は、日本語のヤ行の子音/j/に対応してあらわれる。

／ja／－／ja／[jama]山、ロa,]槍、［kaja]茅

／ju／－／ju／DuX]湯、［jum]弓、［maju]眉

／jo／－／ju／[jumi]嫁、［juk圏1]斧（よき)、Duku]横

その他の語例

／ja／[japaHjapa]柔らかい、［jai:jai]痩せた(形容詞)、［jadu]戸

／ju／[juda]枝、［juda1]漣、［jUpi]粟、［juv]粥、Dun]夕食、Dunu]同じ、

Dusarabi]夕方

／ja:/[jaXtsl]八つ、［ja【J1i]来年、Da2S]飢健、［ja】｡i]家族、［jaHti]八年

／jo2/[jo21]お祝い、［joIra]腰、［jo【ka]八日、DC:]硫黄、po2jo8]弱い

／ju:/[juma]ユウナ、［ju8tsl]四つ、、u【sa]ブランコ、［ju:duri]夕凪

1.4.8．ロ蓋音化を特徴とする子音

平良方言の口蓋音化を特徴とする子音は、以下のものである。

／j，ｐｊ，ｂｊ，ｔｊ，。j，ｋｊ，ｇｊ，ｃｊ，ｚｊ，ｆｊ，ｖｊ，ｓｊ，ｍｊ，ｎｊｒｊ／

平良方言の口蓋音化を特徴とする子音は、対応する口蓋音化を特徴としない

子音とペアをつくっている.

ｐｊｂｊｔｊｄｊｋｊｇｊｆｊｖｊｓｊｃｊｚｊｍｊｎｊｒｊ

ｐｂｔｄｋｇｆｖｓｃｚｍｎｒ

口蓋音化を特徴とする子音のうち/j/はペアになる口蓋音化を特徴としない

子音をもたないが、この/j/は口蓋音化を特徴とする子音と口蓋音化を特徴と

しないフォネームのむすび目になるもので、日本語五十音図では/j/をふくむ

音節は直音の系列にふくまれている。

語末に前舌せま母音/i/がくる平良方言の名詞は、格助辞[－ju]や、とりた

て助辞[－ja]がつくと、語幹末の母音と助辞が融合して口蓋音化した子音があ
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らわれる。

［nabi]鍋 ［nabjuI]鍋を ［nabjaH]鍋は

［p9ti]病 ［pHltjuH]痔を ［pUtja:]痔は

［sudi]袖 ［sudju2]袖を ［sudjal]袖は

［s9ki]酒 ［s9kjuH]酒を ［s9kja【]酒は

［kagi]影 ［kagju2]影を ［kagjax]影は

［ffi]イカの墨 ［ffju8]墨を ［ffjaX]墨は

［aJi]汗 ［aJu:]汗を ［aJaI]汗は

［kad3i]風 ［kad3u:]風を ［kad3al]風は

［ｍａｍｉ]豆 ［mamjuB]豆を ［mamja:]豆は

［plllli]骨 ［pupu:]骨を ［pLLPaH]骨は

［pari]畑 ［parjuI]畑を ［parja8]畑は

語例はすぐないが、日本語の口蓋音化を特徴とする子音に対応してあらわれ

るばあいがある。その単語のおおくが漢語に由来するものである。

漢語：[tJa:]お茶、［tJu3dzara]中皿、［kjo:dai]兄弟、［pja2ku]百、［d3u2]十

和語:[kju:]今日､Mu2dzlgaFi]洗面器（手水金)

先行する前舌せま母音/i/の影響で口蓋音化する例が、すぐないけれども、

みられる。この先行する前舌せま母音/i/による口蓋音化は、１５世紀に琉球王

府によって編纂された「おもろさうし」にもっとよくみられるもので、奄美方

言や沖縄方言にもみられるものであるが、奄美沖縄方言群に比較すると、平良

方言をはじめとする宮古諸方言にはあまりみられないようである。

/pja／［pjauna]平安名（地名）

/pja2／[pja:pjaB]早い

/pjuI／[pjuH1]日取り

/bja／［bjaf，us]耕作用の牛、［kubjaSmja]甲イカ、［babja]鯛の一種

/bjaX／[nabjaIra]へちま、［uibja:]指は

/bjo:／[gabjoxgabjo:]痩せている(形容詞）

/bju8／[bjuKz1]酔う、［uibjuX]指を

/tjaX／［mutja2]分は、［asatja2]明後日は
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/tjuH／[mutjuX]分を、［asatjux]明後日を

/djal／[idjam]出会わない、［udja【]腕は

/djo3／[idjox]出会う

/dju3／[udjuI]腕を

/kja／［ikjama]池間島、［ikjarakal]少ない、［Ukjaf]センナリズタ（＃

種)、［Vkjadura]荷川取（地名)、［ikja]イカ、

/kjaH／[taUkja:]一人、［Ukja2n]昔、［kjaHgi]槙、［kja2s]消す

/kjo3／[dakkjoR]ラッキョウ

/gja／［tugja]鰊、［guUgja]おんぶ、［９gjamaS]うるさい、［Ugja,]胆嚢、
［ts1gja]鷹をとる仕掛け

/gja3／[nagjaKf]長く(副詞)、［l9gjaR9gja]苦い
/gjux／[kagju:]影を

/fja／［ffjama]来間島

/fjaH／［ffjaH］（イカの）墨は

/fju2／［ffju:］（イカの）墨を

/vja／［Wjama5]羨ましい

/sja2mJaZka]早朝

/sjox／[JoXgatsn]正月、［JolJimmami]緑豆

/SjuX／[Jul]祖父、［Juxkan]小寒（二十四節季のひとつ）

/cja／［tJaban]茶碗

/cjaK／［kuitJaK]クイチャー（踊りの名称)、［natJaXra]海人草

/cjoR／［tJmki]茶請け

/cjuH／[tJuIka]急須

/zja／［d3agu]雑魚

/zja:／[d3aInna]だけ(形式名詞)、［d3ama]同士

/Zjox／[d3oBtoK]上等、［d3olbun]もういい、［d3oKgu]上戸

/Zju8／[d3uX]十、［d3uxgatsl]十月、［d3uKrukUpitsl]十六日(小正月）

/mjaX/[mja:ku]宮古、［mja8rabi]女郎、［a圏1k豐lmjaH]歩き比べ、［baka

奪い合い、［tu1mjaB]取り合い、［ilTmja8]クラゲの一種

(海草の一

[bakazlmja2］
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/mjuK/[mjuXtu]夫婦、［mju:l]姪甥、［mju8ni]船の敬称

/nja／［npada]まだ、［paxbi]真似、［pa8J1a8da]薬指、［jUpa【]Q]晩、［hpa:］

西隣

/nju:／[fFux]船を、［pUnuB]骨を

/rja／［imburja]海狂い

/rja2／[ararja8]嬢は、［parjaK]畑は

/rju:／[ararju2]鍍を、［parju2]畑を

1.4.9.唇音化を特徴とする子音

平良方言の唇音化を特徴とする子音は/kw'９W，ｗ/のみつつである。／w／

は不安定で、／kw//gw/も沖縄諸方言に比較して、語例もすぐなく、周辺的

なフォネームである。

首里方言平良方言

菓子［kwaHJi］［koIS］

子［kkwa］［ffa］

枕［makkwa］［maffa］

カボチャ［napkwax］［na9ko8］

呉れる［kwiRN］［fin］

肥料［kwex］［ffai］

／kwa/[kwampa]喪主のきる袴状の衣服。

／gwa/[gwaNjaku]丸薬、［gwansu]先祖

1.4.10．なが子音

平良方言の子音には、その子音一個で２モーラ柏にかぞえることのできる、

なが子音がある。平良方言のなが子音は、有声摩擦音のなが子音/v'/、鼻音

のなが子音/ｍｌ/、／､:/である。

／v】／［uxS]節（首里方言[guHJi]に対応、［iV:iV]重い

／ｍ:／[ｍ:]甘藷、［ｍｌｎｕ,]芋練り、［m3giI]芋の茎、［jam:jam]痛い

／nK／［､:ka,]似ている、［nｍ【]似ている（重複形）
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1.5．単語のリズム＝フォネーム構造

１モーラのみじかい音節を○で、２モーラのながい音節を○でしめすと、

平良方言の単語のリズム＝フォネーム構造はつぎのとおりである。平良方言に

は１音節１モーラの単語はなく、最小の音節構造は１音節２モーラである。

※111頁の音節一覧表は、みじかい音節を中心に示しているが、当該のみじ

かい音節の語例がないところは、ながい音節（なが母音をふくむ音節）でしめ

している。
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音節数 リズム構造 フォネーム構造 語例

1音節 ○ Ｖ：

ＣＶＫ

Ｃｌ

/a,/泡、／i【/胃、／u【/追う

/mi3／目、／tix/手、／buH/緒

/ｍ】/芋、／v【/売る、／n】/うん

２音節 ○○

○○

○○

○○

ＶＣＶ

CＶＣＶ

CＣＶ

ＶＣ

CＶＣ

ＶＣＶ【

ＣＣＶ】

ＣＶＣＶ２

Ｖ2Ｖ

ＣＶｘＶ

Ｖ】ＣＶ

ＣＶＸＣＶ

Ｃ:ＣＶ

Ｃ:Ｃ

ＣＶ】Ｃ

ＣＣＣＶ

Ｖ８ＶＨ

ＣＶＨＣＶ８

Ｃ】ＣＶ：

Ｃ８ＣＶＶ

ＣＣＣＶｘ

ＣＶＫＣＸ

ＣＩＣ【

/ica/板、／udi/腕

/naba/垢、／mizl/水

/ffa/子、／mta/土、／nka/糠

/ｉｍ/海、／un/鬼、／af/菓子

/kuv/昆布、／num/蚤、／kan/蟹

/araK/外／ino:/内海

/ffaI/子は、／ｍｍａＨ/祖母は

/butuH/夫を

/a8i/いいや（返事)、／u81/瓜

/maI1/毬、／fi【,/呉れる

/uldu/布団、／a1sa/あおさ（海草）

/kaXra/瓦、／ja8su/飢鰹

/mKku/膿、／ｍＨｍｉ/熱して

/vXs/串、／sKv/冬瓜

/toKf/豆腐、／nja8n/無い

/ftca/鯨、／mtca/道は

/OHC【/青い

/joHjo8/弱い、／tuXtu2/遠い

/m3gi:/芋の茎

/nIkal/似ている

/ftcaB/鯨は

/niKm8/煮芋

/n【ｎK/似ている



平良方言の音節一覧表

１

｢'][２１]['］ [ｎ

ｈｉＺ

[ｈｍ

ｋｉ

[ｋｎ

ｇｌ

[ｇｎ

ｔｉ

[ｔｎ

ｄｉｄｅＫ

[｡i］［dej

pi

[ｐＵ

ｂｉ

[bn

ci

nJi］

ｚｉ

[d3n

siseZ

pi］［JeX］

`ｉ

[3ｎ

ｆｉ

[ｆｑ

ｖｉ

[vn

ni

U1i］

ｍｉｍｅ３

[ｍｉ］［ｍｅｑ

ｒｉ

ｐｉ］

ａ

[a］

ｈａ

[ha］

ｋａ

[ka］

ｇａ

[ga］

ta

na］

ｄａ

ｍａ］

Ｐａ

[Pa］

ｂａ

[ba］

Ｃａ

[tsa］

ｚａ

[dza］

Ｓａ

[Ｂａ］

Ｚａ

[za］

ｆａ

[fa］

ｖａ

[va］

、ａ

[na］

ｎｌａ

[泣la］

ｒａ

[ra］

０１

[０３］

ｕ

[u］

ｈｕ

[hu］

ｋｕ

[ku］

ｇｕ

[gu］

tu

nu］

｡ｕ

[｡u］

Ｐｕ

[Pu］

ｂｕ

[bu］

Ｃｕ

[tsu］

Ｚｕ

[dzu］

Ｓｕ

[su］

Ｐｕ

[zu］

ｆｕ

[fu］

ｊａ

Ｕａ］

ＪｏＨ

[jo2］

ju

Uu］

ｋｌ

[k、］

９１

[g鰹11］

ｋｏｘ

[ｋｏｑ

ｇｏＸ

[go【］

ｔｏ【

[ton

doz

[ｄｏｑ

ＰｏＸ

[poq

boZ

[ｂｏｑ

ＣＯ】

[ｔｓｏｊ

ＺＯ２

[dzon

SO3

[ｓｏｑ

５ｏＩ

[zod

fo3

[ｆｏｄ

ＶＯＫ

[vol］

ｎｏ【

[ｎｏｑ

ｍｏ【

[ｍｏｑ

ｒＯ２

[roX］

kja2

[kjan

gja

[gja］

tja8

[tjan

dja8

[djaJ

PJa

[pja］

bja

[bja］

cja

Ma］

zja

m3a］

sjaZ

UaK]

kjo8

[kjoK］

kju

[kjm

gjux

[gjud

tju3

nju:］

dju8

[djuq

pjuH

[pjuq

bju2

[bjua

cju8

[tJuB］

ＺＪｕｚ

[d3un

sjuR

[Juq

gjuZ

[3uq

fjux

[fjuq

vju3

[vjuq

nJu3

U1uI］

ｍｊｕ２

[mjuq

rjuI

[rju8］

djo8

[djox］

１
Ｊ
Ｊ
ｑ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
胸
、
陣
ｓ
回

bjoZ

[bjoq

CJOH

[tJo2］

可Ｏ【

[d3oj

sjo3

[Jo2］

Ｊ

ｆ
日
ｖ
ｎ
ｎ
ｍ
ｍ
ｍ

ｔ
ｆ
ｆ
に

fja

[fja］

vja

[vja］

nja

D1a］

ｍｊａ

[mja］

rja

pja］

、ｕ

[nu］

nlu

Dnu］

ｒｕ

[ru］
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